
　　　第3回　親育ち支援地域別連絡会（中部３グループ）
令和５年度９月１日（金）
四万十町役場　東庁舎

　テーマ　　
　　　子どもも保護者も保育者も共に育つために　～親育ち支援実践シートを活用して～

今年度の連絡会、交流会の成果と課題について話し合いました。

グループで
話し合い

全体で
共有

【成果】
・初めての参加者が増えてきているので、輪が広がってきている。
・交流会を楽しんで進められている。
・自分の考えとは違う意見を聞くことで、いろいろな見方や考え
 方を多面的、肯定的に捉えることができている。ありのままに
 受け止めようという姿があった。
・捉え方、考え方を肯定的に変えていく。
【課題】
・発達の課題を理解し、見極めるのは難しいが、大切である。
・発達の課題についてどのような質問をするとよいのか。
・５つの資質・能力のさらなる理解が必要である。
・実践シートを広めるためにもっとリーダーとして何かできない
 か。

アドバイザーより
・子どもの内面や保護者の関わりを考えることができる実りのある 
 交流会であった。
・実践シートは、若い保育者に支援方法が伝わるのではないか。子
 どもを中心にして、園全体で語り合ってできるのではないか。
・実践シートを活用することで、子どもの行動には意味があって、 
 見えないものを見ようとする力が身についていく。
・保育者の言葉一つにも気を配り、丁寧に寄り添うことが大事であ
 る。お倍竿


